
※「前期期間（R1～R5）の総合評価」について

　　小施策毎の個別評価について、年度毎に「a 順調：95点」、「b 概ね順調：85点」、

　　「c やや遅れている：75点」、「d 遅れている：65点」の評価を行い、5年間（R1～

　　R5）の平均値を算出します。この平均値を小施策毎に集計、平均した値を「実施

　　率」としています。

総合評価について、実施率を下記表に基づき算出したものです。

※「これまでの取組み内容と今後の課題等」について

令和元年度から令和５年度までの個別事業評価書に記載された内容の

一部を引用し、まとめております。

Ｄ：遅れている　　　 （　　　　　　 実施率　＜　70％）

青森市水道経営プラン（2019～2028）

Ａ：順調　　　 　　　　（90％　≦　実施率　　　　　　 ）

Ｂ：概ね順調　　　 　（80％　≦　実施率　＜　90％）

Ｃ：やや遅れている （70％　≦　実施率　＜　80％）

前期期間（R1～R5）総括評価書



⻘森市⽔道経営プラン（２０１９〜２０２８） 前期総括評価書

１ 安定した給水の確保
（１）水源の確保

① 既存水源の保全の推進
(a) 「⻘森市横内川水道水源保護条例」及び「⻘森市水道水源保護指導要綱」を適切に運⽤し、
     水源保護区域内の開発行為等への指導を徹底します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a b a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 地下水の取水量について適正な管理に努めます。 2
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 新規水源の調査及び開発
(a) 孫内地区簡易水道は、既存井⼾が劣化していることから、新たな井⼾を掘削するなど安定的に取水できる体制を確保します。 3

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

③ 水源涵養林の保全
(a) 横内浄水場水源保護区域管理ビジョンに基づいた水源涵養林の管理・保全を行います。 4

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水源涵養保安巡視員により、各浄水場水源保護区域内に在る水源涵養林の監視体制を強化します。 5
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

令和3年度に新たな取水井が完成した。また、新たな浄水施設を設置・運⽤するため、⻘森
県へ変更認可申請の手続きを行い、令和5年3月に認可された。また、令和5年度は敷地造成
工事、浄水施設（建築、機械、電気）工事を実施し、事業が計画どおりに進捗している。
令和7年度からの供⽤開始に向け、計画を推進する。

前期期間の
総合評価

過去には事前協議等を経ない事案があったが、令和3〜5年度においては発⽣していない。
引き続き、事前協議の申出・許可申請への対応、職員及び巡視員による巡回・指導等、事前
協議等の必要性についての広報、関係部局への情報提供依頼を行う。

前期期間の
総合評価

各取水井は、季節変動等があるものの概ね適正揚水量以下の取水量となるよう調整できてい
る。
今後も継続して、地下水の取水量について適正な管理を行う。

1

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

水源涵養林の伐採は、必要な範囲内での伐採に限定しており、また、植林地の保育管理業務
を継続したことで水源涵養林の管理・保全ができている。
今後も木竹伐採の事前協議に当たっては、適切な説明・指導を行う。また、水道部が管理し
ている水源涵養林の中の植林地において、⽣育状況を踏まえた保育管理業務を継続する。

法人委託を行い、報告のあった案件について関係各所へ連絡し、改善してもらうことで、水
源涵養林の監視体制を維持できている。
法人委託による監視により、引き続き、水源涵養林の適切な管理・保全を図ることとする。

前期期間の
総合評価
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（２）施設の整備及び管理
① 施設の整備

(a) 横内浄水場の北系ろ過池の更新にあたり、市内全体の水需要を考慮し効果的な整備とします。 6
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 劣化が著しい原別配水所の浄水施設を改修し、施設の⻑寿命化を図ります。 7
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 維持管理体制の強化
(a) 水道施設における防護対策として機械警備を継続するとともに、汚染防止対策として防護策等の健全化を図ります。 8

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 土木・建築・電気・機械・計装など多岐にわたる施設の適正な点検整備に努めるとともに、
     その仕様・メンテナンス履歴等を記載した「施設・設備台帳」を電子化します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

9

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

前期期間の
総合評価

「横内浄水場北系ろ過施設更新詳細設計業務委託」は適正に完了した。
 今後は、更新工事の実施に向けて計画を推進する。

原別配水所については、令和3年度に実施した「横内浄水場北系ろ過池更新基本設計業務」
において、ダウンサイジングを考慮した改修方法を決定した。
浄水施設や管理棟の改修は、横内浄水場北系ろ過池の更新工事終了後（R11年度以降）に実
施する計画としていることから、今後はそれに向けた準備を進める。

前期期間の
総合評価

機械警備は継続実施したことにより、侵入防止対策が図られている。
ブロック塀やフェンス等に破損が⽣じた場合は、改修を行う。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

「施設・設備台帳」の電子化・統一化が実現されたことに伴い、水道施設に関する情報が一
元管理された。
今後は、施設の点検整備を継続的に実施し、点検項目等の適正化を図る。
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（３）水資源の有効利⽤
① 漏水防止対策の強化

(a) 漏水を減少させるため、漏水防止対策事業を継続して推進します。 10
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 老朽管等からの漏水を防止するため、配水管整備事業を推進します。 11
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 漏水履歴の多い地区は、配水管整備事業において、区域を定めて集中的に塩化ビニル製の配水管及び給水管の解消を図ります。 12
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

千､三･石 三･石 三･石 三･石 中・⻑

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 配水運⽤の効率化
(a) 効率的・効果的な配水運⽤とバックアップ体制を強化するため、各配水区域の見直しを行います。 13

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

油川配水所廃止に伴う岡町流調弁の運⽤方法の変更、制限バルブの調整による堤川浄水場か
ら横内浄水場配水区域へのバックアップ体制の強化を図った。
今後は、妙見流調弁の可動域を大きくすることで、横内浄水場から本町方面へのバックアッ
プ体制の強化を図る。

前期期間の
総合評価

管路経年率が年々増加傾向にある中で有効率・有収率がほぼ横ばいであることから、漏水防
止対策事業の効果が表れていると言える。
今後は、人工衛星を活⽤した漏水リスクの解析結果を活⽤し、漏水調査の経済的かつ効率的
な方法を検討していく。

前期期間の
総合評価

第5次配水管整備事業に着手した平成29年度以降、漏水率は低下傾向にある。
今後も第6次配水管整備事業（R4〜R8）の実施により、老朽管等の更新を計画的に実施す
る。

前期期間の
総合評価

経年劣化により漏水する管種のうち、大部分を占める塩化ビニル管を更新することで漏水発
⽣が抑制されている。
千刈、三内・石江地区で本取組の効果が認められたことから、令和5年度からは、道路漏水
発⽣頻度の多い地区として中央・⻑島地区を対象に実施する。

前期期間の
総合評価

※千：千刈地区、三：三内地区、
 石：石江地区、中：中央地区、
 ⻑：⻑島地区
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２ 良質でおいしい水の供給
（１）水質の保全

① 水源の汚染防止の徹底
(a) 「⻘森市横内川水道水源保護条例」及び「⻘森市水道水源保護指導要綱」を適切に運⽤し、
     水源保護区域内の開発行為等への指導を徹底します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a b a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 浄水システムの高度化と改善
(a) 横内浄水場の原水水質に的確に対応するため紫外線処理施設を導入します。【完了】 15

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a ー ー A（完）
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 経年劣化するろ過機能を回復するため、横内ろ過池の更⽣工事を計画的に実施します。 16
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 横内浄水場の原水水質に応じた適正な塩素消毒を行うため、ＵＶ計を設置します。【完了】 17
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a ー ー ー A（完）
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(d) 横内浄水場における末端給水栓（蛇口）水の品質を確保するため配水池に色度計を設置します。 18
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(e) 原別配水所の水源汚染に備えて二次処理施設について継続して検討します。 19
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 ー ー ー b b Ｂ

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

14

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

過去には事前協議等を経ない事案があったが、令和3〜5年度においては発⽣していない。
引き続き、事前協議の申出・許可申請への対応、職員及び巡視員による巡回・指導等、事前協
議等の必要性についての広報、関係部局への情報提供依頼を行う。

前期期間の
総合評価

令和2年度に「横内浄水場紫外線・塩素処理棟建設工事」と「横内浄水場紫外線及び塩素処理
設備設置工事」が着工し、令和3年度末に完成した。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

5号ろ過池と12号ろ過池について調査を行ったが、ろ過機能は確保されており、更⽣工事の緊
急性はない状況にある。6号ろ過池のろ過機能は劣化傾向が確認されたため、令和6年度に更
⽣工事を実施することで準備を進めていくこととした。

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

令和2年度に実施した「横内浄水場北系沈殿池更新機械・電気設備工事」により、UV計が設置
された。

前期期間の
総合評価

令和2年度に5号配水池に色度計を設置する工事を実施した。今後は残留塩素濃度と高色度時
の塩素注入量との関係性について調査し将来的にマニュアル化する。また、色度の成分である
有機物と消毒副⽣成物の関係性を中心に検証し品質の確保に努める。

前期期間の
総合評価

原別配水所原水水質について定期の水質検査結果の傾向を注視しているが、現時点で二次処理
施設の必要性の認識には至っていない。
引き続き、定期の水質検査結果の推移を見ながら有事の際に速やかに対処できるよう、検討を
進めていく。

前期期間の
総合評価
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③ 赤水防止対策等の強化
(a) 毎日水質検査の結果から水質変化を把握するとともに、異常があったときは改善します。 20

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 赤水等の濁水発⽣と水質劣化を防止するため、配水管整備事業で老朽管の更新を実施します。 21
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

（２）水質監視体制の強化
① 精度の高い水質検査体制の確立と監視体制の強化

(a) 水道ＧＬＰの運⽤による検査精度と信頼性の高い水質検査体制を確保します。（水道ＧＬＰ認定継続） 22
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水安全計画を推進するとともに毎年度見直しします。 23
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 精度の高い検査環境を整えるため、水質検査室を更新します。【完了】 24
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a ー ー ー A（完）
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(d) 正確な残留塩素濃度を計測するため市内各所のテレメータを計画的に更新します。 25
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b b c a B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

これまでの毎日水質検査では、異常の報告は無かった。
近年、毎日水質検査の受託者の確保が難しくなってきていることから、どうしても確保ができ
ない箇所については、水質自動測定装置を設置する方向で検討していく。

前期期間の
総合評価

単年度の施工延⻑は、総延⻑に対して「更新率＝年１％以上」という目標を掲げて実施した
（R1〜R5の平均更新率は1.10％）。
今後も配水管整備事業で老朽管の更新を継続し、「更新率＝年１％以上」を維持する。

前期期間の
総合評価

年度末に品質管理システムの見直しを実施した結果、更新審査における指摘事項等について改
善されていたことを確認した。
引き続き水道GLPの要求事項を遵守し分析担当者の技術向上に努める。

前期期間の
総合評価

水安全計画に係る文書類・記録類等は概ね整理されていた。また、システムについても水安全
計画策定・推進グループが編成され運⽤がなされていた。
今後も必要なレビューを行いながら継続して運⽤していく。

前期期間の
総合評価

令和元年度から令和2年度に実施した「横内浄水場水質試験棟更新工事」により、水質管理セ
ンターが完成した。

前期期間の
総合評価

⻘森駅⻄口にある篠⽥テレメータについて、令和5年度に更新工事を実施した。また、後潟テ
レメータの候補地として、新たに後潟児童館敷地内を検討し、令和6年度に更新工事を完了す
る予定である。

前期期間の
総合評価
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（３）給水サービスの向上
① 配水管網の充実

(a) 配水管整備事業において行き止まり管の解消を図るとともに、輻輳している給水管の解消に取り組みます。 26
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 配水管の更新においては、滞留防止のため、需要にあった口径で更新します。 27
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 直結給水の促進と貯水槽水道管理の徹底
(a) ３階直結給水の促進に努めます。 28

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) ⻘森市水道事業条例に基づき、貯水槽水道設置者へ維持管理の必要性についてＰＲ活動を継続していきます。 29
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

③ 鉛製給水管の解消
(a) これまでの広報に加え、定期的に郵便等で個別周知を図ることにより早期解消を推進していきます。 30

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

前期期間の
総合評価

配水管更新時の口径については、過大な口径とならないよう、布設路線の水需要や管網の状況
を確認したうえで決定しており、必要に応じダウンサイジングを図ってきた。
今後も配水管の更新にあたっては、水需要に合った口径で更新していく。

前期期間の
総合評価

３階建で水圧が確保できる場合は全て直結給水方式を採⽤した。
今後も同様の指導を行っていく。

前期期間の
総合評価

ホームページや水道だよりでの広報及び設置者に対するアンケートを毎年送付している。
常時７割程度の回収率を維持しており、回答いただけたものについては、ほぼ維持管理ができ
ている状況にある。
引き続き同様の取組みを行っていくとともに、定期的に受水槽の有無等について現場調査を行
い、台帳を更新していく。

前期期間の
総合評価

鉛管を使⽤している可能性のある住宅に、定期的に鉛管取替促進の案内を送付している。
今後も同様の取組みを進めていく。

前期期間の
総合評価

配水管整備事業などの工事を実施する際に、効率的に解消が可能な箇所について実施すること
で、水道水の滞留防止や漏水箇所の減少に貢献してきた。
今後も継続して配水管整備事業において行き止まり管の解消を図るとともに、輻輳している給
水管の解消に取り組む。
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３ 災害に強い水道の構築
（１）施設の耐震化の強化

① 水道管の耐震化
(a) 地震等の災害時に備えて、「基幹配水管耐震化事業」として、基幹となる配水管路は耐震管を布設します。 31

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第２期前期 第２期後期

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 「配水管整備事業」においては、耐震管または耐震適合管を布設します。 32
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 主要な構造物の耐震化
(a) 横内浄水場北系沈殿池は耐震施設として更新し、令和３年度からの供⽤開始を目指します。【完了】 33

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a ー ー ー A（完）
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 横内浄水場の水質試験室は設備の老朽化が著しいため、耐震施設として更新します。【完了】 34
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a ー ー ー A（完）
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 老朽化している横内浄水場の北系ろ過池の耐震化にあたっては、水需要予測に対して最適な能力を確保するため、
     市内全体のバランスを考慮し更新に取り組みます。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

35

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

令和元年度から令和5年度までの期間において、約4,100ｍの管路について耐震化を図った。
なお、令和5年3月に基幹管路の耐震適合率算定に係る、市内の液状化区域について見直し
（厳格化）を図ったことにより、整備対象となる基幹管路が増加した。このため、令和6年
度から開始となる第2期後期の整備計画はそれを踏まえた整備計画とし、基幹となる配水管
路の耐震化を推進する。

令和元年度から同2年度に実施した「横内浄水場水質試験棟更新工事」により、水質管理セ
ンターが完成した。

前期期間の
総合評価

配水管整備事業の計画に基づき、配水管路は耐震管または耐震適合管を布設しており、今後
も継続していく。

前期期間の
総合評価

平成29年度に着工した「横内浄水場北系沈殿池更新工事」は令和2年度に完成した。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

令和3年度に実施した「横内浄水場北系ろ過池更新基本設計業務」により、整備方法を決定
し、その後、内容について精査した。
令和5年度には、「横内浄水場北系ろ過施設更新詳細設計業務委託」を適正に完了してお
り、今後は、更新工事の実施に向けて計画を推進する。

前期期間の
総合評価
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（２）災害復旧体制の充実
① バックアップ体制の整備

(a) 断水事故や水質事故等を想定した訓練に継続的に取り組み、その検証結果に基づき各種マニュアルの見直しを行います。 36
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 施設事故や大規模災害を想定した配水区域間のバックアップ体制を構築します。 37
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 災害対策⽤資材の備蓄
(a) 災害対策⽤資機材の効果的な管理体制を構築します。 38

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 必要な応急給水⽤資機材の備蓄に取り組みます。 39
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 資機材庫の更新（耐震化）を検討します。 40
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 d d a c b C

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

各浄・配水所の配水区域を調整するための作業を実施した。
今後も施設事故や大規模災害を想定した配水運⽤方法について検証する。

応急復旧訓練・応急給水訓練を行い、⻘森市上水道災害対策マニュアルを見直した。
今後も断水事故や水質事故等を想定した訓練に継続的に取り組み、その検証結果に基づき継
続的に⻘森市上水道災害対策マニュアルを見直す。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

計画どおり、資機材の集中管理を行い、災害対策⽤資機材の補充を行った。
今後も必要な資機材を補充するとともに、効果的な管理体制構築に努める。

前期期間の
総合評価

古くなった給水タンク、応急給水栓を更新した。また、給水袋については必要な数量を確保
するため新規購入した。
今後も計画的に応急給水⽤資機材を確保する。

前期期間の
総合評価

「（仮称）水道危機管理センター整備事業（案）」の実現可能性を高めるため、関連施策の
検討の進捗と整合性を図りながら、機能・規模の絞り込み、費⽤の再精査、年次スケジュー
ルについて検討・整理する。
今後も、関連施策の検討の進捗を見極めながら、その内容と整合性を図り、機能・規模の絞
り込み、費⽤の再精査、年次スケジュールについて検討・整理していく。

前期期間の
総合評価
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③ 災害訓練等の実施
(a) 災害時の初動体制や復旧体制を強化するため、内部での訓練・研修等を実施し、職員の知識・技術の向上に努めます。 41

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 災害時において施設の遠隔操作が不能となった場合に備えて、手動操作ができるよう運転操作マニュアルを整備するとともに、
     施設の位置や機能を現地で確認することにより、職員の対応能力の向上に努めます。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

（３）飲料水の確保
① 非常⽤飲料水の備蓄

(a) 災害⽤ペットボトル水を継続して備蓄し、適正に管理します。 43
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水道部管理の耐震性貯水槽について適正な管理に努めます。 44
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 災害時における重要施設等の給水機能の確保
(a) 災害時に市⺠への給水を確保するため、水道施設から指定避難所等までの管路の耐震化を図ります。 45

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

A
第２期前期 第２期後期

単年度の評価 a a a a a

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 地震等の災害時に応急給水の拠点となる場所について、市⺠への周知を図ります。 46
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

42

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

備蓄されている災害⽤ペットボトル水について、暗所での保管、定期的なサンプル調査（濁
り等の目視確認）、在庫（数量）確認を行った。
今後も適正な管理を継続するとともに計画的な更新を行い、２万本の備蓄を確保していく。

前期期間の
総合評価

定期の動作点検や部品交換等を実施するとともに、応急給水訓練を実施し、耐震性貯水槽の
機能確認を実施した。
今後も定期的な点検を行い適正な管理に努める。

前期期間の
総合評価

配水管整備事業及び基幹配水管耐震化事業により、重要給水施設等への配水管路は耐震管ま
たは耐震適合管を布設している。
なお、令和5年3月に基幹管路の耐震適合率算定に係る、市内の液状化区域について見直し
（厳格化）を図ったことにより、整備対象となる基幹管路が増加した。このため、令和6年
度から開始となる基幹配水管耐震化事業第2期後期計画は、それを踏まえた整備計画とし、
基幹となる配水管路の耐震化を推進する。合わせて、重要給水施設等への配水管路の耐震適
合率向上も図る。

前期期間の
総合評価

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

初期拠点給水箇所について、水道事業ホームページへ掲載するとともに、市本庁舎サードプ
レイスでの「水道部企画展示」にて、パネルを展示した。
今後もホームページでの周知を継続するとともに、様々な機会をとらえて市⺠への周知を
図っていく。

前期期間の
総合評価

災害時の初動体制や復旧体制を強化するため、水道部内で応急給水活動や応急復旧活動など
の災害訓練等を行った。
今後も各種様々な訓練を実施し、職員の災害時の対応能力向上に努める。

前期期間の
総合評価

流量調節弁や緊急遮断弁の操作方法等について、部内研修を開催した。
今後も各種様々な訓練を実施し、職員の災害時の対応能力向上に努める。

前期期間の
総合評価

基幹配水管耐震化事業

配水管整備事業
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４ 経営基盤の強化
（１）職員の資質向上と人材育成

① 人材の確保・育成と定員管理の推進
(a) 内部研修の充実のほか、（公社）日本水道協会などが主催する外部研修や訓練等への積極的な参加により、 47
  技術力の維持向上を図ります。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a d a a a B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 人材育成による業務能率の向上や、水道事業運営に必要な資格保有者の充足を図るために、公的資格取得への支援を行います。 48
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 効率的な組織の整備
(a) 組織の集約化や効率化を推進し、必要に応じて業務の⺠間委託化等について検討します。 49

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b b b b B
これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水道部内組織（課やチーム）の統合や再編成等について検討します。 50
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b a b b B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

（２）広域連携・⺠間との連携の推進
① 広域連携の推進

(a) 連携項目を、災害対策関連・給水装置関連・水質管理関連の３分野に絞り、令和元年度より段階的に連携を開始します。 51
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b b b b B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) その他の連携可能な分野について、メリット・デメリットの検証や課題整理、効果予測、関係団体との調整を行い、
     順次拡大を図っていきます。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b b a b B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

52

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

前期期間の
総合評価

資格取得助成制度の周知を図るとともに、資格取得者（申請者）への支援を行った。
今後も計画的に必要資格の取得者を充足させ、更新や定期講習が必要な資格について漏れの
無いよう担当者と当事者間で情報共有していく。

前期期間の
総合評価

水道事業と公共下水道事業等の事務執行の統一により、効果的・合理的な運営を図った。今
後は、業務の外部委託化の具体的な検討等に併せ、市⺠サービスの向上や経営の効率化の観
点から、組織の集約化や効率化の検討を行う。

前期期間の
総合評価

新型コロナウィルス感染症の影響で、外部研修や内部研修を中止するケースもあったが、
WEB配信による外部研修を導入したり、また、内部研修については、内容を見直しながら実
施することができた。
今後も外部研修への参加を計画的に図るとともに、職員の要望も考慮した内部研修を行う。

水道事業と公共下水道事業等の事務執行の統一により、令和4年4月1日より新たに「給排水
課」を設置した。
今後は、業務の外部委託化の具体的な検討等に併せ、市⺠サービスの向上や経営の効率化の
観点から、組織の統合や再編成等の検討を行う。

前期期間の
総合評価

東⻘地区合同での災害訓練、水質検査の受託、給水装置の指定業者合同説明会を実施した。
今後も問題点や課題等を検証しつつ事業の継続を図ることとし、その他の項目についても、
他団体との調整等を行うなど連携開始に向け引き続き検討していく。

前期期間の
総合評価

⻘森県から提示された「事務の広域的処理」「施設の共同利⽤」「経営の一体化」について
の具体的方策について意見交換を行った。
今後も「⻘森県水道広域化推進プラン（令和５年３月策定）」において、盛り込まれた各取
組について、広域連携推進会議（東⻘地区会議）を通して、実施の可否等を検討する。

前期期間の
総合評価
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② ⺠間資⾦・ノウハウの活⽤の推進
(a) 委託業務の集約化・包括化などを進め、一層の効率化を図ります。 53

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 施設の整備や維持管理などに係る⺠間との協働による手法（ＰＰＰ、ＰＦＩ等）について、事業主体やトータルコスト等から
     最適な方法の導入を検討するなど、⺠間資⾦やノウハウの活⽤を推進し、一層の効率化・合理化を図ります。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

（３）資産及び新技術等の活⽤
① 資産の有効活⽤

(a) 油川配水所の廃止に伴い跡地の活⽤方策について、十分に検討のうえ転⽤や売却等の方向性を決定します。 55
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 ー ー ー ー ー −
これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 情報通信技術・新技術の活⽤
(a) 平常時・緊急時における安定給水の確保と適正な工事計画策定のため、水道情報管理システム（マッピングシステム）の 56
  充実を図ります。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a c a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 検針業務の自動化を可能にするスマートメーターなどの新たな技術について調査し、導入可能性の検討を行います。 57
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 施設の維持管理の向上や経済性の高い新技術の調査・検討を行います。 58
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

54

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

旧油川配水所については、現在解体工事中であり、現時点では具体的な活⽤策等を検討する
段階にはない。このため、解体工事の進捗状況等を踏まえつつ、活⽤策等を検討することと
する。

前期期間の
総合評価

配・給水管の工事にて、マッピングを利⽤することにより未接続や誤接続を防止した。
今後も実際の現状とマッピングデータに差異が⽣じないように、引き続き適切な更新を図っ
ていく。

前期期間の
総合評価

管路維持業務、漏水調査業務、給水装置関連業務を対象とした委託業務の集約化について、
費⽤対効果やスケジュールの整理、受託環境調査、公募型プロポーザル方式での受託者選
定、令和５年４月からの実施に向けて準備を行った。また、営業業務の外部化については、
検討を進めるための基礎資料として、他水道事業体・関係事業者からの情報・資料収集を
行った。今後は、他の業務の外部委託化の具体的な検討を進めていくこととする。

前期期間の
総合評価

漏水調査業務等の包括業務委託については、公募型プロポーザル方式での受託者選定を経
て、令和５年４月からの実施に向けた契約手続き等を進めた。
今後は、他の業務の包括委託等について、対象業務・費⽤対効果・課題抽出・実施スケ
ジュールなど実施の可否を含めた具体的な検討を進めていく。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

施設内照明のLED化など、電気機械設備の省エネルギー化を推進した。また、水中ロボット
による配水池内部の調査・清掃といった、新技術の導入にも取り組んだ。
今後も省エネルギー化や新技術の導入について検討していく。

前期期間の
総合評価

実証実験や導入している自治体に情報収集を行ったところ、本市で導入する場合、従来の検
針方法に比べて、イニシャルコスト及びランニングコストとも高額になることが分かった。
よって、引き続き情報収集に努めて、導入可能性について検討していく。
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（４）資⾦管理・資⾦調達
① 企業債の発行・資⾦運⽤

(a) 企業債の計画的な発行に努めます。 59
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a b b a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 安全かつ有利な資⾦運⽤に努めます。 60
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 水道料⾦収入の確保と水道料⾦体系のあり方の調査・検討
(a) 水道料⾦収入を確保するため、収納環境の利便性を維持するとともに、「督促〜催告〜給水停止」といった
     水道料⾦徴収事務を着実に実施します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a b b A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水需要減少の影響を受けにくい料⾦体系のあり方等について調査・検討します。 62
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a ー b b b B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

61

滞納者に対する納付指導や納付相談等に努め、毎年度の収納率は目標収納率を概ね達成して
いる。
今後も、債権管理スキームに基づき、滞納者に対して、文書催告や電話での納付勧奨を行う
とともに、それでも納付のない者に対しては、給水停止を着実に実施する。

前期期間の
総合評価

施策・事業の
計画期間

約1,245事業体の水道料⾦改定状況の調査を行ったところ、料⾦改定した事業体はそのうち
の約5％程度であった。主な改定理由は、水道施設の老朽化による更新費⽤の増加、料⾦収
入の減少であった。
引き続き、今後の料⾦体系のあり方等の検討資料として、他事業体の事例を調査するととも
に、次期計画期間での料⾦改定は避けることが難しいことから、具体的作業スケジュール等
も含め、その検討に着手する。

前期期間の
総合評価

新型コロナウイルス感染症対策として実施した水道料⾦の減免により、令和2年度と同3年度
においては目標上限値を上回ったが、減免を実施しなかった年度は目標値以下であった。
今後も、将来世代の負担が過度にならないよう計画的な企業債の発行を行う。

前期期間の
総合評価

年度当初に運⽤可能額及び期間を分析し、定期預⾦による運⽤を行っており、現状では、有
利な資⾦運⽤が行えている。
今後も、一定額・一定期間の剰余⾦の発⽣が見込まれる場合には、定期預⾦等による運⽤を
行う。

前期期間の
総合評価
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（５）顧客ニーズの把握と情報公開
① お客さまが関われる環境づくりの構築

(a) 広報誌「あおもり水道だより」やホームページの量と質の向上を図り、見やすく分かりやすい紙面（画面）づくりに努める
     とともに、事故や災害時、工事に伴う断水等の情報をＳＮＳ等で随時お知らせできる方法を検討します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 水道に関わるアンケート等を実施することにより、利⽤者の意見を把握し、水道について相談できる機会づくりを検討します。 64
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b d d b b C

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 水道施設の施設見学を開催することで、安全でおいしい水の効果的なＰＲの拡大を図るとともに、
     お客さまと事業者双方向の広報の充実を図ります。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a d d b a B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

（６）入札手続きの適正化
① 入札手続きの見直しの検討

(a) 「公正な競争の促進」、「透明性の確保」、「不正行為の排除」等を図るため、市⻑部局の動向を注視しながら
     入札手続きの見直しを検討します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b c b a a B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

63

65

66

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

市⻑部局と連携し、低入札価格調査制度及び最低制限価格制度、電子入札、総合評価落札方
式などを実施したほか、総合評価落札方式をはじめ、入札手続きの見直しに関する調査検討
状況の情報を収集した。
引き続き、市⻑部局と連携を図りながら入札手続きの見直し等について検討・実施する。

前期期間の
総合評価

「あおもり水道だより」を年２回発行した。また、水道部ホームページ上にて、水道工事情
報のお知らせや水道使⽤の開始等の申込み受付他、断水情報の掲載等を行った。
今後も広報誌及びホームページについては、市⺠視点に立ち、見やすく分かりやすい内容と
なるような記事掲載に努める。また、SNS等については、水道に関する「事故・災害」を優
先した情報発信ツールとして、水道部SNSアカウントの開設を目指す。

前期期間の
総合評価

令和2、3年度は、新型コロナウイルス感染症対策として「あおもりウォーターフェア」を中
止したため、アンケート調査が実施できなかった。なお、令和4、５年度は同フェアを開催
することができ、来場者を対象としたアンケート調査を実施した。
引き続き、「あおもりウォーターフェア」などの機会を通じて水道に関するアンケート調査
を実施し、水道利⽤者の意見の把握と水道について相談できる機会づくりを行う。

前期期間の
総合評価

令和2、3年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、施設（浄水場）見学を中止したた
め、ＰＲ及び広聴活動ができなかったが、令和4年度は小学校2校にＤＶＤの貸出を行ったほ
か、1団体に対して横内浄水場の施設説明会を開催し、水道事業のＰＲ及び意見交換を行っ
た。令和5年度は、コロナ禍以前に近い水準の見学者数が訪れたため多くの方に安全でおい
しい水のPRが行えた。
今後も、水道施設（横内浄水場・堤川浄水場等）の施設見学会を開催するほか、動画等のよ
り効果的な活⽤を検討・実施するなど、水道事業のＰＲと広聴の充実を図る。

前期期間の
総合評価
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（７）性能の適正化
① 施設の適正化

(a) 水需要に見合った無駄のない浄水施設とするため、油川配水所を廃止するなど施設の統廃合及びダウンサイジングを 67
  推進します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 横内浄水場のろ過池更新と、原別配水所及び天⽥内配水所の井⼾群の揚水能力について効果的な整備とするため、
     継続して各浄水施設の配水能力を検討します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 b b a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(c) 現状維持が困難な簡易水道事業については、事業の効率性及びお客さまの利便性の双方を満足させる 69
  新たな飲料水の供給方法を検討します。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a b b c ｂ B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 管路の適正化
(a) 効率的な配水管口径とするため管網解析により水需要に見合ったダウンサイジングを推進します。 70

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

第5次 第６次 第7次

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

68

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

横内浄水場北系ろ過池の更新規模や原別配水所の改修範囲について検討する基本設計業務を
実施し、整備方針について決定した。
今後は、市内中心部から原別配水所配水区域への配水方法変更に係る各種作業について検討
を進める。

⻘森市水道事業の1日最大給水量実績は漸減傾向が続いており、今後の水需要予測において
も、この状況が続く予測となっている。このような状況から、油川配水所及び横内浄水場の
3・4号ろ過池を廃止した。
今後は、原別配水所に係るダウンサイジング計画等の策定に向け、継続して検討していく。

前期期間の
総合評価

前期期間の
総合評価

定住人口の減少が続いている簡易水道事業について、運搬給水への切替えや、将来的な上水
道事業への統合等について検討した。
引き続き、簡易水道事業の効率性を評価するとともに新たな飲料水の供給方法を検討する。

前期期間の
総合評価

配水管更新時の口径については、過大な口径とならないよう、布設路線の水需要や管網の状
況を確認したうえで決定しており、可能な箇所についてはダウンサイジングを図ってきた。
今後も水需要に合った口径で更新していく。

前期期間の
総合評価
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（８）⻑寿命化
① ⻑寿命化計画の推進

(a) 中⻑期的な財政収支を見通すため、メンテナンス状況や使⽤可能年数の設定などを記載した「施設・設備台帳」の 71
  精度を上げます。【完了】

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a ー A（完）

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) アセットマネジメントの結果を反映させた施設（設備）及び管路更新計画を策定します。 72
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

令和4年度末時点の資産情報を基にアセットマネジメントを実施し、令和6年度から令和10年
度までの更新計画を策定した。
今後は、次期アセットマネジメントを４Dで実施するために、施設・設備台帳のデータを充
実させていく。

前期期間の
総合評価

従前の水道情報管理システムに台帳機能を付加させるため、新たな水道情報管理システムを
構築した。「施設・設備台帳」のシステム化に当たっては、アセットマネジメントに必要な
情報の抽出及び統計ができるよう、新たに項目を整備した。
今後は、中⻑期的な財政収支の見通しに必要な情報を継続的にシステムへデータとして積み
重ねることで、システムの充実性を高める。

前期期間の
総合評価
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５ 環境への配慮
（１）環境にやさしい取り組み

① 環境保全活動の充実
(a) 施設及び設備等の更新時は、省エネルギー設備の導入に努めます。 73

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

(b) 事業活動の効率的運⽤に努め、対前年比１％のエネルギー削減を図ります。 74
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a d c a a B

これまでの
取組内容と

今後の課題等

② 資源リサイクルの推進
(a) 浄水処理過程での発⽣土の有効活⽤に継続して取り組みます。 75

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

単年度の評価 a a a a a A

これまでの
取組内容と

今後の課題等

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

施策・事業の
計画期間

前期期間の
総合評価

浄水処理発⽣土は、農作物肥料などの原料や造粒固化された盛土材料として、全量が再資源
化されていることを確認した。
今後も、処分施設の視察を継続し、適正に有効利⽤されていることを確認する。

前期期間の
総合評価

庁舎や浄水場事務室等の照明をLED化するとともに、各種ポンプ更新時には省エネルギー機
器であるトップランナー方式の高効率モーターに交換した。
今後も省エネルギー設備の導入に努める。

一時的な天⽥内配水所での排水作業を実施したこと、エネルギー消費量が比較的大きい堤川
浄水場の配水量が増えたこと、水質管理センターや紫外線処理の施設・設備追加したことに
より、令和3年度のエネルギー消費量は微増した。
今後は、省エネルギー機器を積極的に採⽤するとともに、運⽤上でのエネルギー削減に努め
る。

前期期間の
総合評価
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